
ＪＲ総連新役員

役 職 名 氏 名 所 属

執 行 委 員 長 武井 政治 ＪＲ東労組

執行副委員長 萩原 光廣 ＪＲ東海労

高木 康之 ＪＲ貨物労組

書 記 長 榎本 一夫 ＪＲ北海道労組

執 行 委 員 東海林 透 ＪＲ北海道労組

照井 欣也 ＪＲ東労組

松田 和久 ＪＲ東労組

山田 知 ＪＲ東労組

黒田 弘樹 ＪＲ東労組

田村 豊 ＪＲ西労

永島 守 ＪＲ貨物労組

会 計 監 査 員 増子 盛一 ＪＲ北海道労組

野原 茂 ＪＲ東労組

高山 浩 ＪＲ東海労

「戦争のできる国」づくりを許さず総団結で闘う！
ＪＲ総連第30回定期大会開催

Ｊ
Ｒ
総
連
第

回
定
期
大
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会
が
６
月
１
～
２
日
、
東
京

・
イ
ー
ス
ト

で
開
催
さ
れ
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ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
か
ら

は
、
代
議
員
・
傍
聴
者

名
45

が
参
加
し
ま
し
た
。

武
井
委
員
長
は
挨
拶
で

「
２
０
１
４
Ｊ
Ｒ
春
闘
は
、

統
一
要
求
を
掲
げ
全
単
組
で

闘
い
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
事
故
を
口
実

に
か
け
ら
れ
た
組
織
破
壊
攻

撃
を
断
固
跳
ね
返
し
て
い

く
。
京
浜
東
北
線
の
保
守
用

車
と
の
衝
突
・
転
覆
事
故
の

背
後
要
因
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
の
結
果
で
あ
り
、
責
任

の
所
在
が
曖
昧
に
さ
れ
て
い

る
。
安
全
確
立
の
た
め
職
場

か
ら
闘
お
う
。
美
世
志
会
の

解
雇
無
効
を
求
め
た
民
事
裁

判
で
、
東
京
高
等
裁
判
所
は

反
動
判
決
を
出
し
た
。
弾
劾

す
る
。
え
ん
罪
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
た
し

ろ
か
お
る
議
員
と
連
帯
し
て

全
面
可
視
化
実
現
に
向
け
た

闘
い
を
構
築
す
る
。
安
倍
政

権
の
暴
走
に
よ
り
、
平
和
・

民
主
主
義
が
破
壊
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
安
保
法
制
懇

の
報
告
を
も
と
に
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
が
画
策
さ
れ
て

い
る
。『
戦
争
の
で
き
る
国
』

づ
く
り
を
許
さ
ず
闘
う
。
ホ

ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
エ
ク
ゼ
プ
シ

ョ
ン
（
残
業
代
ゼ
ロ
の
制
度
）

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。
労
働
者
の
生
活
を
破
壊

す
る
も
の
で
あ
る
。
連
合
と

連
帯
し
て
闘
う
。
社
会
正
義

は
我
々
に
あ
る
。
断
固
闘
お

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、
た
し
ろ
か
お
る
参
議
院

議
員
を
組
織
内
予
定
候
補
者

と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
が
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
全
単
組
・
全

地
方
協
議
会
か
ら
、
春
闘
や

職
場
に
お
け
る
課
題
、
平
和

の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海

労
か
ら
は
、
本
部
本
橋
業
務

部
長
が
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
反
対
の
闘
い
に
つ
い
て

発
言
し
ま
し
た
（
２
面
参

照
）
。
ま
た
、
名
古
屋
地
本

越
坂
執
行
委
員
が
東
海
地
協

の
立
場
で
、
特
定
秘
密
保
護

法
反
対
の
集
会
に
つ
い
て
発

言
し
ま
し
た
。

今
大
会
表
彰
者
と
し
て
、

舟
山
守
夫
さ
ん
（
新
幹
線
関

西
地
本
）
ほ
か
２
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
に
は
、
萩
原
副
委

員
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
計
監
査
員
に
本
部

高
山
教
宣
部
長
が
選
出
さ

れ
、
会
計
監
査
員
の
有
恵
和

好
さ
ん
（
新
幹
線
地
本
）
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

向
け
て
、
そ
こ
で
働
く
原
発

労
働
者
の
内
容
で
あ
り
、
実

話
に
基
づ
い
た
コ
ミ
ッ
ク
本

で
あ
る
▼
福
島
第
一
原
発
を

彼
ら
は
「
え
ふ
い
ち
」
と
呼

び
合
う
。
専
門
用
語
が
随
所

に
出
て
き
て
、
よ
り
リ
ア
ル

感
が
あ
る
▼
そ
う
で
あ
る
が

故
に
原
発
事
故
収
束
に
向
け

て
、
日
々
命
を
か
け
て
体
を

張
っ
て
彼
ら
は
働
く
と
い
う

よ
り
闘
っ
て
い
る
の
で
あ
る

▼
し
か
し
、
安
倍
首
相
は
未

だ
福
島
か
ら
避
難
し
て
い
る

人
々
や
収
束
に
向
け
て
命
を

か
け
て
い
る
労
働
者
に
思
い

を
馳
せ
る
こ
と
な
く
、
原
発

の
再
稼
働
や
原
発
の
海
外
輸

出
を
目
論
ん
で
い
る
▼
原
発

＝
核
開
発
と
セ
ッ
ト
な
の
が

軍
事
政
策
で
あ
る
。
５
月
15

日
、
安
倍
首
相
は
私
的
諮
問

機
関
で
あ
る
安
保
法
制
懇
の

報
告
書
を
受
け
、
「
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
責
任
が

あ
る
」
と
偽
美
名
の
も
と
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

を
明
ら
か
に
し
た
▼
こ
の
間

歴
代
政
権
は
憲
法
解
釈
上
出

来
な
い
と
し
て
い
た
。
こ
の

憲
法
解
釈
変
更
は
、
改
憲
に

等
し
い
行
為
で
あ
る
。
憲
法

で
権
力
に
縛
り
を
か
け
る
立

憲
主
義
を
破
壊
す
る
暴
挙
で

あ
り
、
法
治
国
家
の
基
盤
は

損
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
▼

「
戦
争
が
出
来
る
国
」
づ
く

り
か
ら
「
戦
争
を
す
る
国
」

づ
く
り
に
転
換
し
た
瞬
間
で

あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の
暴

挙
を
許
し
て
は
い
け
な
い
。
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（１）第３４８号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１４年（平成２６年）６月５日

２０１４年

６月５日

第３４８号

「
え
ふ
い
ち
」
と
い

う
コ
ミ
ッ
ク
本
を
最
近

読
ん
だ
。
内
容
は
福
島

第
一
原
発
事
故
収
束
に

汽 笛
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編集人 高山 浩

Ｊ
Ｒ
総
連
副
委
員
長
に
萩
原
光
廣
さ
ん
再
選
！



１
点
目
、
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
は
、
環
境
影
響
評
価
書

が
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
さ

れ
、
今
年
の
秋
に
は
着
工
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
ま

最
初
に
、
ヴ
ェ
ル
ク
よ
こ

す
か
（
横
須
賀
勤
労
会
館
）

で
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
成
田
委
員
長
は
挨
拶
で
、

「
解
釈
改
憲
に
よ
り
集
団
的

自
衛
権
が
行
使
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
安
倍
政
権
は
『
戦

争
が
で
き
る
国
』
で
は
な
く

『
戦
争
を
す
る
国
』
に
邁
進

し
て
い
る
。
戦
争
を
す
る
た

め
の
現
場
、
基
地
の
街
の
現

状
に
つ
い
て
講
演
を
聞
き
、

実
際
に
目
で
見
て
感
じ
よ

う
。
平
和
運
動
の
主
流
は
残

念
な
が
ら
組
織
さ
れ
た
労
働

者
で
は
な
く
市
民
団
体
に
な

っ
て
い
る
。
今
日
の
平
和
研

修
で
私
た
ち
労
働
組
合
が
、

一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
が
何

が
で
き
る
の
か
考
え
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

神
奈
川
９
条
連
代
表
・
立

正
大
学
藤
田
秀
雄
名
誉
教
授

か
ら
、
「
横
須
賀
港
の
お
よ

び
市
の
役
割
と
原
潜
の
真
実

と
私
た
ち
へ
の
影
響
」
と
題

し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

藤
田
教
授
か
ら
は
、
①
原
子

力
船
の
事
故
が
起
き
た
時
の

首
都
圏
へ
の
影
響
、
②
原
潜

の
入
港
状
況
と
原
潜
事
故
の

現
実
、
③
米
兵
が
起
こ
す
事

故
や
事
件
、
犯
罪
と
そ
の
収

束
の
仕
方
、
④
思
い
や
り
予

算
な
ど
米
軍
の
戦
費
へ
の
日

本
の
税
金
の
使
わ
れ
方
、
⑤

ア
ジ
ア
進
出
の
日
本
の
反
省

と
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
説
明
が

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
米
兵
住
宅
に
は
１

戸
１
億
円
と
い
う
膨
大
な
建

設
費
が
か
け
ら
れ
た
り
、
原

子
力
潜
水
艦
な
ど
が
日
本
国

内
で
事
故
を
発
生
さ
せ
た
場

合
の
放
射
能
汚
染
な
ど
の
対

策
費
用
が
日
本
政
府
負
担

（
他
国
は
米
国
負
担
）
と
い

う
説
明
が
さ
れ
、
参
加
者
は

理
不
尽
さ
に
驚
愕
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
や
感
想
を
交
え
た

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
米
軍
艦
船
、
自

衛
隊
艦
船
が
停
泊
し
て
い
る

軍
港
を
見
下
ろ
せ
る
公
園
ま

で
移
動
し
、
三
浦
半
島
９
条

連
・
朝
妻
さ
ん
よ
り
空
母
帰

港
の
時
の
様
子
や
原
潜
入
港

の
現
実
に
つ
い
て
の
解
説
と

連
帯
挨
拶
を
受
け
、
研
修
を

終
了
し
ま
し
た
。

準
備
を
行
い
ま
し
た
。

草
薙
球
場
は
、
約
３
年
か

け
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を

行
い
、
昨
年
６
月

日
に
こ

29

け
ら
落
と
し
と
な
る
ヤ
ク
ル

ト
ー
巨
人
の
公
式
戦
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
Ｊ
Ｒ
東
海
労
働
組
合
野
球

部
が
参
加
し
、
球
場
に
設
置

さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
に
は
名
前

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

試
合
は
、
平
均
年
齢
の
高

い
Ｊ
Ｒ
東
海
労
各
地
本
チ
ー

ム
は
１
試
合
、
若
い
選
手
が

揃
う
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
チ
ー
ム

は
３
試
合
行
い
ま
し
た
。
大

会
終
了
後
は
懇
親
会
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

な
お
、
成
績
は
以
下
の
通

り
で
す
。

静
岡
１
ー

貨
物

16

新
幹
線
関
西
５
ー
３
貨
物

貨
物

ー
０
新
幹
線

10

（
上
段
が
先
攻
チ
ー
ム
）

（２）第３４８号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１４年（平成２６年）６月５日

新
幹
線
地
本
は
５
月
18

日
、
横
須
賀
平
和
研
修
を
開

催
し
ま
し
た
。
研
修
に
は
組

合
員
・
家
族

名
が
集
ま
り

31

ま
し
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
反
対
！

全
力
で
闘
う
！

本
橋
代
議
員
発
言
（
要
旨
）

安
倍
内
閣
が
進
め
る

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
許
さ
な
い
ぞ
！

新
幹
線
地
本
が
横
須
賀
平
和
研
修
開
催

す
。
ま
た
、
自
民
党
の
「
超

電
導
リ
ニ
ア
鉄
道
に
関
す
る

特
別
委
員
会
」
は
、
２
０
２

７
年
に
大
阪
ま
で
の
同
時
開

業
さ
せ
る
た
め
国
が
建
設
費

を
支
援
す
る
と
い
う
決
議
を

行
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
高
め
ら

れ
、
国
費
投
入
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。Ｊ

Ｒ
東
海
労
は
こ
の
間
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
反

対
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
理

由
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
第

一
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

建
設
に
よ
っ
て
経
営
破
綻
す

る
と
い
う
危
惧
が
あ
る
か
ら

で
す
。
山
田
前
社
長
は
昨
年

９
月
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
採
算
に
つ
い
て
「
ペ
イ
な

ん
か
絶
対
に
し
な
い
」
と
発

言
し
ま
し
た
。
一
民
間
企
業

の
経
営
者
が
赤
字
に
な
る
と

分
か
っ
て
い
る
事
業
を
堂
々

と
進
め
る
こ
と
自
体
、
前
代

未
聞
で
あ
り
経
営
者
と
し
て

あ
ま
り
に
も
無
責
任
で
す
。

こ
れ
を
労
働
組
合
と
し
て
黙

っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
松
尾
委
員
長
は
『
ひ
ろ
ば

ユ
ニ
オ
ン
』
６
月
号
で
、
評

価
書
に
つ
い
て
「
拙
速
で
は

な
い
か
」
と
の
批
判
は
、「
法

律
に
基
づ
い
た
結
果
で
あ

り
、
拙
速
と
い
う
批
判
は
全

く
当
た
ら
な
い
」
と
し
、「
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
夢
と
責

任
だ
」
と
言
い
放
ち
、
リ
ニ

ア
推
進
の
立
場
を
取
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
こ
そ
会
社
の
意

を
受
け
た
御
用
組
合
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

リ
ニ
ア
の
た
め
職
場
は
疲

弊
し
て
い
ま
す
。
相
次
ぐ
効

率
化
と
経
費
節
減
で
、
Ｊ
Ｒ

東
海
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
は
大

き
な
不
満
を
持
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
彼
ら
は
声
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
「
リ
ニ
ア
推
進
」
を

Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
５
月
22

日
、
草
薙
球
場
で
第

回
野

23

球
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組

静
岡
支
部
か
ら
も
駆
け
つ

け
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ら
の
代
弁
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あ
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存
在
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。
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、
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し
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で
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た
し
ろ
議
員
が
、
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ち
の
闘
い
を
有
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に
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に
ご
尽
力
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れ
て
き
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
、
組

合
員
・
家
族
、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ

会
と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら

一
丸
と
な
っ
て
、
全
力
で
応

援
し
て
い
き
ま
す
。

新生草薙球場でハッスルプレー
第23回野球大会開催

各機関定期大会日程

本 部 ６月15日10時30分

ウインクあいち

新 幹 線 地 本 ６月29日10時30分

目黒さつき会館

静 岡 地 本 ７月18日13時30分

静岡労政会館

名 古 屋 地 本 ７月10日10時30分

アビタン

新幹線関西地本 ７月６日10時30分

市民交流センター

ひがしよどがわ

お断り
☆本号は、ＪＲ総連定期大会の開催日
程により、発行日を５日としました。

☆「たしろ議員便り」は、今月は休み
とさせていただきます。


